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研究要旨 骨形成抑制蛋白 Sclerostin の血中濃度が男性 OPLL 患者において 

高いことを我々は近年報告した。我々は OPLL 患者において骨量を測定し、血清 

中の Wnt antagonists を含めた骨代謝マーカーとの関連について検討した。 

本検討の結果、男性 OPLL 患者においては全身の骨量増加の結果として血清 

sclerostin 値が上昇し、引き続き骨形成が抑制されることが明らかになった。 

 

 

Ａ． 研究目的 

男性 OPLL 患者において血清 sclerostin

値が有意に高値で、加齢に伴いより増加す

ることを我々は報告した。今回、OPLL 患者

の骨量を測定し血清 sclerostin を含めた

骨代謝マーカーとの関連を検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

腎機能正常で独歩可能な OPLL 患者 41 名

（男性30名、女性11名、平均年齢65.9歳、

平均 BMI 26.1kg/m2）において、躯幹用 DXA

を用いて腰椎・大腿骨近位部・全身骨の骨

密度(BMD)測定を行い、L2-4 BMD・Total hip 

BMD の各 Z-score および Subtotal BMD を算

出した。 

（倫理面での配慮） 

本学の倫理委員会の承認を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

L2-4 Z-score 2.4±2.2(平均±SD)、Total 

hip Z-score 1.3±1.2 と OPLL 患者は高骨

量を呈し、Subtotal BMD は 0.99±0.12g/cm2

であった。男性平均 L2-4 Z-score 2.8、Total 

hip Z-score 1.4、女性平均 L2-4 Z-score 1.2、

Total hip Z-score 0.5 と同じ OPLL 患者で

も男性の方が有意に高骨量を示した。男性

OPLL 患者において血清 sclerostin 値と

Total hip Z-score 間に正相関(r=0.51, 

p=0.01)を認め、血清 sclerostin 値の増加

に伴い L2-4 Z-score および Subtotal BMD

も同様に増加する傾向を認めた。血清

sclerostin 値と骨吸収マーカーの間に相関

関係は認めなかったが、骨形成マーカー(骨

型 ALP)との間に負の相関関係を認めた (r=

－0.38, p＜0.05)。血清 sclerostin と PTH

の間には正相関(r=0.524, p＜ 0.05)、

Dkk-1(r=－0.585, p＜0.05)との間には負

相関を認めた。Total hip Z-score および

血清 sclerostin 値と骨化椎体数、骨化タイ

プ（胸椎 OPLL と頚椎 OPLL）、DISH の有無と

の関連は認めなかった。 

 

Ｄ．考察 

これまで OPLL 患者における骨量および



骨代謝マーカーに関する検討は一定の見解

を得ていなかった。本検討の結果、男性 OPLL

患者に認められる全身の骨量増加の結果と

して血清 sclerostin 値が上昇し、それに引

き続いて骨形成が抑制されることが明らか

となった。 

 

Ｅ．結論 

男性 OPLL 患者に認められる全身の骨量

増加の結果として血清 sclerostin 値が上

昇し、それに引き続いて骨形成が抑制され

る。血清 Sclerostin 値は今後の骨化進展を

予想するバイオマーカーとなる可能性があ

る。 
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